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伊勢湾北部の漂流ブイによる表層流観測
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はじめに1. 

この

の適正化のため， 1998年4月から毎月漂流プイを使

用した表層流の観測を継続して行っている．このう

⑩ 1999年2月1日，

に実施し， 1999"1'3月に新たに就役した測量船「い

せしおjにより継続して

⑪ 1999年4月21日，

⑫ 1999年5月10日，

⑬ 

⑬ 

⑬ 

⑬ 

に実施した。

(2）渓流プイ

第四管区海上保安本部では， i漂流ブイとして太洋

無線社製セノレコールプイ，緑星社製セノレコールプイ

2日

22日

第四管区海上保安本部では，伊勢湾における油流

出事故等に対応するため漂流予測をおこなってい

る．伊勢湾北部では，木曽川，長良川i，揖斐川の木

曽三JI！等から低塩分（塩分30psu以下）の河川水が流

入し広範囲に分布している（久野正博， 1996).

河川水の流れを考慮した 1分メッシュ表層流データ

1998年8月19日～22日

1998年9月初日，

1998年10月13日， 22LI, 23日

1998年11月24日，

1998年12月7日，

1999年1月18日～20日

ち1999年12月までの観測を紹介する．

漂流物体の移動に関係する要素は，

①海水の流れ

• if!J流・潮流

12日－吹送流

15日

1999年8月23日， 24日

1999年9月初日

1999年12月14LI, 

1999年7月14日，－その他

②風による移動（風圧流）

③乱れ・その他

15日がある（小田巻， 1999）.本報告での表層流は，漂流

ブイにより測定された表層の流れから潮流及ぴ風圧

流を引いた流れである「①海水の流れJのうち吹送

流とその他の流れ及び「③乱れ・その他の流れJを
含んでいる．

河川の影響をうける表而付近の流れは季節により 及びゼニライトプイ製漂流プイの3種類を使用して

いる．それぞれの外形を第 1関に示す．

太洋無線社製セノレコールブイの仕様

・直径

・高き

410mm 

深きが異なるが，常に影響を受けると思われる水深

0.5mの流れの観測を漂流プイにより行った．

937mm 

（上部のアンテナ高はl,500mm)
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2.観測の概要

観測期間）
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第1図漂流プイの形状

〈ケ
。，，＿
L同斗由市ムm」一ームー」

（左） 太洋無線社製セルコールプイ

（中） 緑星社製セルコールプイ

（右） ゼニライトブイ社製漂流ブイ

Fig目 1 Schematic views of the surface drifters. 

Left : a buoy made by Taiyo Musen Co目’

LTD. Middle ’a buoy made by Ryokusei-

sha Co., LTD. Right a buoy made by 

Zeni Lite Buoy Co., LTD目

・重量 2lkg 

緑星社製セ／レコーノレプイの仕様

－直径 410mm 

－高き 700mm 

（上部のアンテナ高は4,088mm) 

・重量 23kg 

・ GPSによる位置測定可

セコライトプイ製漂流プイの仕様

－直筏 300mm

・重量 6 kg 

・ GPSによる位置測定可

1998年4月から2000年3月までの観測は，太洋無

線社製-tノレコーJレプイを使用し，緑犀社製セ／レコ－

Jレプイを予備とした．

なお， 2000年4月からは，ゼニライトブイ製漂流

ブイを使用している．

(3）漂流7＇イの位置測定方法

放流した漂流ブイを測量船が追跡L，ブイの移動

速度をWJ案して15分から30分間隔で測量船搭載の

GPSにより位置を求めた．対象の経緯度1分メッ

シュから漂流プイが出たとき，または通航船の障害

になるときは観測を終了し漆流プイを揚収した．
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3.表層流の算出方法

表層流は，漂流プイにより測定された表層の流れ

から潮流及び風！土流を引いた．

潮流については，第四管！＇（海上保安本部てい漂流予

測計算に使用している「伊勢湾・三河湾漂流予測シ

ステムjによる経緯度1分メッシュの潮流値を使用

した．

風圧流の速さは，

Uニ 0.0485XJ伍7町xw
但しll 風圧流の速さ（kn)

A/B 風！五係数（断ifiH員比）

W 風i生（m/s)

で求めた値を使用した．風速は，現地での計測値を

用い，漂流プイの風圧係数（A/B）はO司Iを用いた．

4.観測結果

1998年1月から1999年12月までの漂流ブイの漂流

経路を第2図に示す．漂流ブイの投入から揚収まで

の経路のため時間間隔は異なっている．

河川流量により11月から 3月までの冬季渇水期の
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第2図漂流ブイの軌跡
圃 11月一3月の投入位置

＠ 4月一10月の投入位置
Fig. 2 Trajectories of the surface drifter in the 

period from January 1998 to December 

1999. 

掴 starting points in the period from 

November to March. 

9 starting points川theperiod from April 
to October. 
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第3図 11月 3月の表層流
太矢符は観測｛直，細矢符は伊勢湾潮流図の

冬季恨流
Fig. 3 Surface current in the period from Novem・ 

ber to March. 

Thick arrows are the observed data. Thin 

arrows are constant currents in Winter on 

CHARTS OF TIDAL STREAMS IN ISE 

WAN. 

表層流を第3図に， 4月から10月までの春季から秋

季までの表層流を第4図に図示した．図には，表層

流の流向を太線の矢符で，流速を単位ノットの数値

で示した．水深Zm～5mの怪流を「伊勢湾潮流図J

（海上保安庁， 1995）から第3図に冬季恒流図の流

向・流速と，第4図に夏季恒流図の流向・流速を細

線の矢符と数値で示した．

11月から 3月までの冬季渇水期の表層流は，揖斐

川河口 5km南では西北間向きに0.7ノットから1.3 

ノット，常滑市鬼ヶ埼から鈴鹿市千代埼に向かつて

南西向きに0.3ノットから1.1ノットであった．海面

下Zm～5mの上層での恒流の向きと同じように流

れている．

4月から10月までの表層流は，常滑市！.＼！.ヶ埼沖合

でト北西方向に流れ，鈴鹿川の河口付近から南東方向

への反時計図りに流れている．流速は0.1ノットから

1.1ノyトであった．野間埼沖の伊勢湾中央部では北
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第4図 4月一10月の表層流
太矢符は観測値，細矢符は伊勢湾潮流図の

夏季恒流
Fig. 4 Surface current in the period from April to 

October目

Thick arrows are the observed data. Thin 

arrows are constant currents in Summer 

on CHARTS OF TIDAL STREAMS IN ISE 

WAN. 

凶流と南東流が混在し，北西向きの1.1ノットから

1. 5ノットの強い流れが見られた．表層流と海面下2

m～ 5mの上層の恒流とを比べると，北緯34皮切分

以北で表層流の流向が反時計回り，恒流の向きはl時

計回りとなり逆向きの流れになっている．

5.おわりに

伊勢湾のj票流予測にあたって現在使用している表

層流のメッシュデータは，河川水の流量により11月

3月期， 4月－6月及び10月期， 9月期， 7月 8 

月期の順に河川水に影響を受ける範囲を広げ，流向

は南東から南西として，流速は0.2から0.6ノットと

している．毎月 2から 3日間の観測日数のため各期

間でメッシュデータを十分に得る段階までいってい

ないが，今までの観測で，

①流速がlノットを越えることがある．

②流向は恒流図と異なることがある．
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ことヵ、わ由、った．

伊勢湾での河川水の広がりは，河JII流最の小さい

ときは上層の流れの影響を受け右に偏向し，河川流

量の大きいときにはコリオリ力を受けて右に曲がり

（藤原， 1999）河川水の流量の影響が見込まれる．

今後調査を継続し各期間毎のメッシュデータを充実

し，吹送流と河川による流れ等を分けた検討をくわ

えていきたい．

最後に，現場観測に従事していただいた測量船「く

りはまj及び測量船「いせしおjの乗組員の皆様を

はじめ，ご協力をいただいた関係者の皆様に感謝す

る．
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